
た

じ
ょ
う

秋
甲

久
保
田
城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
市
千
秋
明
徳
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
松
正
夫

・
安
田
忠
市

。
伊
藤
武
士

・
神
田
和
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
佐
竹
氏
の
居
城

・
久
保
田
城
の
二
の
九
と
城
下
町
を
分
け
る
外

堀
内
側
の
旧
下
中
城
町
に
位
置
す
る
。
こ
の
地
域
は
、
久
保
田
城
の
丘
陵
直
下

に
廻
ら
さ
れ
た
内
堀
と
外
堀
と

の
間
に
位
置
し
、
佐
竹
義
宣
の

家
老
梅
津
主
馬
の
屋
敷
に
あ
た

る
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
は
、
学
校
建
設
工
事
に

伴
う
事
前
発
掘
調
査
で
、
内
堀

跡
の
一
部
や
、
築
城
以
前
の
沢

状
の
落
ち
込
み
を
検
出
し
た
。

落
ち
込
み
に
は
埋
上
が
二
層
、

堆
積
上
が
二
層
確
認
さ
れ
、
岸
部
付
近
で
は
黒
褐
色
上
の
混
じ
る
植
物
遺
体
層

を
中
心
に
、
江
戸
時
代
前
期
の
陶
磁
器
や
漆
器
椀

。
下
駄

。
箸

・
折
敷
な
ど
の

木
製
品
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
落
ち
込
み
堆
積
土
の
黒
褐
色
土
の
混
じ
る
植
物
遺
体
層
か
ら
二
点

出
土
し
た
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

ｍＷ
　
　
　
「日
‐‐日Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日Ｈ
日Ｈ
Ｈ
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］卜ω
×
Φ卜
×
Ｐｏ
　
ｏＰＰ

②

　

御

屋

扇

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
こ

益

泉

卜

寓

Ｐ

ω
は
文
字
か
絵
か
判
然
と
し
な
い
。
原
形
は
折
敷
で
あ
る
。
縁
辺
に
竹
釘
を

打
ち
込
ん
だ
小
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
裏
面
に
は
線
状
の
細
か
な
刻
み
痕
跡
が
認

め
ら
れ
る
。
②
は
薄
い
板
材
。
檜
扇
の
一
部
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
不
明
で
あ

る
。
小
孔
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
市
教
育
委
員
会

『市
内
遺
跡
確
認
調
査
報
告
書
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）

（西
谷
　
隆
）

)(

(秋  田 )




